
　

認
知
症
は
、
何
ら
か
の
病
気
に
よ
っ
て
脳

の
神
経
細
胞
が
壊
れ
る
た
め
に
起
こ
る
症
状

や
状
態
を
い
い
、
進
行
す
る
と
だ
ん
だ
ん
と

理
解
す
る
能
力
や
判
断
す
る
力
が
な
く
な
っ

て
、
社
会
生
活
や
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て

く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
症
状
は
、
適
切
な
治
療
や
関
わ

り
方
で
改
善
し
た
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
た
り

で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家
族
や
地
域
住

民
な
ど
の
周
り
の
方
々
が
、
認
知
症
に
関
す

る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
認
知
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、
ま

ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

本
市
で
は
、
認
知
症
の
本
人
の
意
思
が
尊

重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
目
指
し
、
次
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
電
話
な
ど
で
お
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー�

養
成
講
座

　

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普

及
・
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
地
域
や
企
業
、

小
・
中
学
校
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
カ
フ
ェ
・�

家
族
介
護
者
交
流
会

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
地
域

づ
く
り
を
促
進
し
、
誰
も
が
気
軽
に
集
い
、

交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
市
内
10
カ
所
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
者
が
中
心
に

活
動
す
る
交
流
会「
よ
い
や
ん
せ
」も
あ
り
ま

す
。

認
知
症
相
談
会

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、
専

門
知
識
を
持
つ
、「
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
」に
よ
る
個
別
相
談
会
で
す
。
日
程
は
、

広
報
紙
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
ケ
ア
パ
ス

　

認
知
症
と
疑
わ
れ
る
症
状
が
発
生
し
た
時

か
ら
、
進
行
し
て
い
く
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
に

お
い
て
、
そ
の
人
の
状
況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
の
流
れ
を
示
し
た
ケ
ア
パ
ス
を
作
成
し
、

配
布
し
て
い
ま
す
。

�

介
護
予
防
教
室�

（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
運
動
を
中
心
と
し

た
認
知
症
予
防
、
口こ
う
く
う腔
、
栄
養
な
ど
の
内
容

を
含
ん
だ
介
護
予
防
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

�

認
知
症
初
期
集
中
支
援�

チ
ー
ム
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
認
知

症
の
専
門
医
、
専
門
知
識
を
持
つ
保
健
師
や

社
会
福
祉
士
な
ど
が
チ
ー
ム
で
支
援
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
徘は

い
か
い徊
高
齢
者
等�

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

徘
徊
の
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者
を
事
前
に
登

録
し
て
、
日
頃
か
ら
見
守
り
を
行
う
と
と
も

に
、
徘
徊
発
生
時
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
早

期
発
見
・
保
護
に
努
め
る
事
業
で
す
。

認
知
症
は
、「
老
化
に
よ
る

物
忘
れ
」と
は
違
い
ま
す
。

認
知
症
は
誰
で
も
な
り
得

る
病
気
で
す
。

高
齢
化
に
伴
い
、
全
国
的
に
認
知
症
の
方
が
増
え
、
２
０
２
５
年
に
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
う
ち
、
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

相
談
・
問
合
先

▼�
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
介

護
給
付
グ
ル
ー
プ（
内
線
２
６

７
５
・
２
６
７
６
）

▼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
市
総
合
福
祉
会
館
内
）

　

☎（
24
）３
３
３
１

あ
な
た
の
大
事
な

家
族
の
こ
と

ま
ず
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

９
月
15
日
～
21
日
は
、「
認
知
症

を
理
解
し
一
緒
に
歩
む
県
民
週

間
」
で
す
。

　

県
で
は
、
認
知
症
の
正
し
い
理
解
の

さ
ら
な
る
普
及
・
啓
発
な
ど
を
目
的
に
、

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
あ
る
９

月
21
日
を
含
む
１
週
間
を
県
民
週
間
と

し
て
い
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
認
知
症
の
こ
と

１号認定（幼稚園・認定こども園の教育部分）の子どもは満３歳から無償化
２号認定（保育園・認定こども園の保育部分）の子どもは満３歳になった後の４月から無償化
食材料費、通園送迎費、行事費などは実費徴収
ただし、低所得者および同時通園児内での第 3子以降の子どもについては副食（おかず・おやつなど）の費用が免除されます。
満 3歳となった子どもで、最初の 3月 31日を迎えるまでの間は、市民税非課税世帯に限り、月額 16,300 円を上限に無償化

「幼児教育・
保育の無償化」
始まります

１０月
から

対象施設・サービスなど

対象者

３～５歳児
（全ての世帯）

０～２歳児
（市民税非課税世帯）

○幼稚園　○認定こども園　○保育所
○�地域型保育事業所（小規模保育・事業所
内保育など）
○障害児の発達支援（障害児通園施設）
　＊幼稚園と保育園との併用含む
○企業主導型保育事業所

○保育料を無償化
○保育所の食材料費などは全て
　10月から実費徴収となります。
　

○保育料を無償化
　・�実費徴収代はこれまでと変更ありま
せん。

　・�障害児の発達支援についてはすでに
無料となっています。

○�１号認定（幼稚園・認定こども園
の教育部分）の預かり保育

「保育の必要性の認定」を受けた場合

○�月額11,300円（1日当たり450円）
を上限に利用料を無償化 ―

○その他の保育サービス
　・認可外保育施設
　・病児保育事業　
　・一時預かり事業
　・ファミリー・サポート・センター事業
　　（預りのみ）

「保育の必要性の認定」を受けた場合
＊その他の保育サービス内での複数のサービス利用可

○�月額 37,000 円を上限に利用料
を無償化

○�月額 42,000 円を上限に利用料
を無償化

注１

注2

注3

問合先／本庁子育て支援課保育グループ（内線２３５３・２３６３）＊ご不明な点は問い合わせください。

それは助かるわ。
すぐに調べて
みなくっちゃ。

市民税
非課税世帯は、
０～２歳児も
対象に
なるのね。

幼稚園、保育所、
認定こども園などの施設を
利用する３歳から５歳の
全ての子どもの利用料が
無料になるんだって。

詳しくは、下記の表で
確認してみよう。

注１

注2

注3
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